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健
全
財
政
を
堅
持
し

藤
田
小
屋
体
建
設
費
を
優
先
的
に

3
5年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針

国
見
町
で
は
、
去

る
三
月
二
十
四

日
町
議
会
を
開
き
、
財
政
再
建
計

画
完
了
第
一
年
度
の
予
算
を
審
議

す

る
に
当
り
、
三
十
五
年
度
予
算

編
成
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
財
政
再
建

計
画
を
一
応
完
了
し
て
県
や
自
治

庁

な
ど
か
ら
の
黻
重
な
拘
束
は
な

く

な
っ
た
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で

も

自
主
的
に
健
全
財
政
を
堅
持
し

な
が
ら
、
町

民
の
福
祉
向
上
を
目

ざ
し
、
特
に
藤
田
小
学
校
屋
内
体

操
場
の
建
設

を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
積
極
面

が
見
ら
れ
る
。

基
本
方
針
の
梗
概
次
の
通
り

一
、
財
政
再
建
計
画
を
完
了
し
て

も
筒
再
建

期
間
同
様
効
率
的
予

算
の
編
成
と
健
全
財
政
を
堅
持

し
、
単
年

度
赤
字
を
出

さ
な
い
。

二
、
一
応
現
行
制
度
に
よ
る
年
度

間
の
咏
見
積
り
と
し

て
、
今
後

制
度
改
正
に
よ
る
補
正
又
は
や

む
を
得
な
い
緊
急
な
も

の
は
追

加
予
算
に
よ
っ
て
措
置
す
る
。

Ξ
、
町
政
施
策
の
重
点
は
、
町
民

福
祉
の
向
上
と
し
、
新
町
建
設

計
画
事
業

に
よ
る
藤
田
小
学
校

屋
体
建
設
費
を
優
先
的

に
計
上

し
、
町

の
事
務
事
業
及

び
諸
施

設
は
効
率
的
運
営
を
図
っ
て
極

力
簡
素
合

理
化
す
る
。

四
、
人
件
費
は
、
昇

給
昇
格
、
給

与
改
訂
を
見
込

み
、
物
件
費
並

び
に
そ
の
他
の
経
費
（

寄
附

負

担
金
等
）
は
極
力
節
減
を
図
っ

て
投
資
的
経
費
の
増
加
に
努

め

る
Ｏ

町
ぐ
る
み
で

火
災
予
防
に

も
う
一
度
反
省
Ｌ
よ
う
火
災
原
囚

こ
の
ほ
ど
福
島
県
厚
生
消
防
課
か

ら
発
表
さ
れ

た
昭
和
三
十
四
年
度

の
火
災
統
計

を
見
る
と
、
い
つ
も

な
が
ら
「
子
供
の
火
遊
び
」
で
火

事
を
起
す
こ

と
が
断
然
多
い
。
続

く
「
こ
た
つ
」
　「
こ
ん
ろ
」
　「
か

ま
ど
」
　「
取
灰
」
　「
た
ば
こ
」
な

ど
、
ど
れ
を
見
て
も
平
凡
な
こ
と

月
な
み
な
こ
と
、
わ
か
り
き
つ
だ

こ
と
ば
か
り
で
、
今
更
改
め
て
事

新
し
く

と
り
立
て
て
お
ね
が
い
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
一

つ
も
な
い
。
お
た
が
い
に
わ
が
家

の
子
供
、
台
所
、
風
呂
場
、
マ
ッ

チ
、
た
き
火
な
ど
火
元
に
気
を
つ

け
る
以
外
に
、
火
災
予
防
の
妙
案

は
な
い
。
「
出

し
て
消
す
よ
り
出

さ
ぬ
が
手
が
ら
」
　「

ポ
ン
プ
百
よ

り
用
心
一
つ
」

の
こ
と
ば
の
通
り

こ
ん
ど
こ
そ
は
火
事
を
出

さ
ぬ
よ

う
、
町
ぐ
る
み
運
動
を
起
そ
う
で

は
な
い
か
。

Ｏ
昭
和
三
十
四
年
一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
火
災
原
因

件
数

調

―
、
弄
火
　
　
　
　

一
〇
三

２

、
こ
た
つ
　
　
　
　

五
二

３

、
こ

ん
ろ
　
　
　
　

苙
○

４

、
か
ま

ど
　
　
　
　

四
〇

５

、
取
灰
　
　
　
　
　

三
九

６

、
た
ば
こ
　
　
　
　

三
一

７

、
た
き
火
　
　
　
　

三
〇

８

、
放
火
　
　
　
　
　

二
九

９
、
い
ろ
り
　
　
　
　

二
二
1
0

、
煙
突
　
　
　
　
　

二
二
1
1

、
マ
ッ
チ
　
　
　
　

ニ
○
1
2

、
灯
火
　
　
　
　
　

一
八
1
3

、
風
呂
場
　
　
　
　

一
五
1
4

、
ス
ト
ー
ブ
　
　
　
　
ー
四
1
5

、
工
業
用
炉
　
　
　
　

八
1
6

、
雷
火
　
　
　
　
　
　
　

六
1
7

、
火
鉢
　
　
　
　
　
　

六
1
8

、
内
燃
譏
関
　
　
　
　

六
1
9

、
育
す
う
器
　
　
　
　

四
2
0

、
ボ
イ
ラ
ー
　
　
　
　

四
2
1

、
花
火
　
　
　
　
　
　

三
2
2

、
汽
車
の
飛
火
　
　
　

三
2
3

、
漏
電
　
　
　
　
　
　

二
2
4

、
油
引
火
　
　
　
　
　

一

そ
の
他
　
　
　
　

五
四

不
明
　
　
　
　
　

七
九

合
計
　
　
　
　
　

六
六
一

○
こ
れ
を
月
別
発
生
件
数
で
見
る

件
数
　

損
害
見
積
額

一
月
　

七
二

三
、一
〇
〇
万
円

二
月
　

七
〇

二
、一
六
三
万
円

三
月
　

八
三

八
、
六
〇
一
万
円

四
月
　

六
七

四

、五
三
七
万
円

五
月
　

六
九

五
、
一
六
四
万
円

六
月
　

五
〇

二
、
五
二
一
万
円

七

月
　

二

八
　
　

八

一

一

万

円

八

月
　

二

四
　
　

五

一

五

万

円

九

月
　

二

六
　
　

九

四

二

万

円

十

月
　

三

八

三

、
三

五

六

万

円

十

一

月

六

一
　
三

、
八

八

八

万

円

十

二

月

七

三

三

、
二

二

八

万

円

合

計
　

六

六
一
　

四

二
、
莞

七
万

円

Ｃ

昭
和
三
十
五
年
一
月
だ
け
で

八
一
件
　

七
、
一
三
四
万
円

と
件
数
で
九
件
上
ま
わ
り
、
損

害
で
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

○
わ
が
国
見
町
の
合
併
以
来
の
火

涎
茫
乃
杞
躁
を
た
ど
つ
て
見
る

年
　
　

原
因
　
　

損
害
見
糂

二

九
　

そ
の
他
　
　

ヨ
五
万
円

三
〇
　

た
き
火
　
　
　

五
千
円

三
一
　

た
き
火
一
〇
万
五
千
円

な
　
　

放
火
　
　
　

三
一
万
円

三
ニ
　

ス
ト
ー
ブ
　
　

二
万
円

な
　
　

取
灰
　
　
　

一
〇
万
円

な
　
　

取

火
　
　
　

五
〇
万
円

三
三
　

か
ま
ど
　
一

八
〇
万
円

か
　
　

提
灯
　
　
　

三
〇
万
円

″
　

弄

火
　
　

一
〇
〇
万
円

ぴ
　
　

放
火
　
　

一
五
〇
万
円

ぴ
　
　

煙
突
　
　
　

一
万
五
予

三
四
　

風
呂
場
　
　
　

一
万
円

ぴ
　
　

た
ば
こ
　
　

四
万
九
千

三
五
　

取
灰
　
　
　

一
万
五
千

が
　
　

か
ま
ど
　

九
〇
〇
万
円

ぴ
　
　

育
す
う
器
一
三
〇
万
円

議会だよ リ

三
月

定
例
町
議
会

＝
十
五
年
度

明
予
算
等
審

賊
三
月
二
十
四
日
国

見

町

議

会

定

例

会

が

開

か

れ

、

会

期

五

日

議

案

次

の

通

り

日

程

第

一
　

国

見

町

選

挙

管

理

委

員

会

並

び

に

補

充

員

選

挙

の

件

委

員
　

佐

藤

善

气

熊

坂

善

七

、

佐

久

間

岩

吉

、

佐

久

間

貞

治

、

補

充

員
　

佐

藤

政

三

、

熊

田

一

怡

、

穂

苅

計

三

、

中

山

巳

之

助

の

各

氏

が

選

任

さ

れ

た

日

程

第

二
　

国

見

町

監

査

委

員

選

任

に

同

意

を

求

め

る

件

大

字

小

坂

野

村

隆

一
　（
・
五

十

六

才

）

日

程

第

三
　

町

長

、

助

役

退

職

手

当

支

給

の

件

日
程
第
歸

財
政
再
建
計
画
の

変
更

に
閼
す
る
件

日
程
第
五

’土
地
改

良
区
長
期

價
予
算
外
義
務
負
担
の
件

日
程
第
六
　

国
見
町
議
会
議
員

の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に

関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
の

件
‘

日
程
第
七
　

国

見
町
長
等
の
給

与
及

び
旅
費
に
関
ず
る
条
例

の
一
部
改
正
の
件

日
程
第
八
　

国

見
町
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

の
件

日
程
貉
九
　
一

時
借
入
金
の
件

日
程
第
十
　

昭
和
三
十
四
年
度

捐
見
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予

算
日
程
第
十
一
　

昭
和
三
十
四
年

度
国
見
町
簡
易
水
道
特
別
会

計
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

日
程
第
十
二
　

昭
和
三
十
四
年

度
国
見
町
歳
入
歳
出
追
加
更

正
予
算

日
程
第
十
三
　

国
見
町
財
産
報

告
日
程
第
十
四
　

昭
和
三
十
五
年

度
国
見
町
入
山
財
産
区
特
別

会
計
歳
入
歳
出
予
算

日
程
第
十
五
　

昭
和
三
十
五
年

度
国
見
町
藤
田
財
産
区
特
別

会
計
歳
入
歳
出
予
算

日
程
第
十
六
　

昭
和
三

十
五
年

度
国
見
町
国
民
健
康

保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

日
程
第
十
七
　

昭
和
三
十
五
年

度
国

見
町
簡
易
水

道
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算

日
程
第
十
八
　

昭
和
三
十
五
年

度
国

見
町
歳
入
歳
出
予
算

別
記
の
通
り
可
決
決

定

日
程
五
の
一
一
　
旧
大
木
戸
村
役

場
肌
舎
譲
渡
の
件

日
程
第
苙
の
三
　

第
二
保
育
所

廃
止
め
件

追
加
日
程
第
十
九
　

国
見
町
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条

例

大木戸地区は99･1％

ぐ
ん
と
あ
が
つ
だ
納
税
成
績

完
納
二
十
部
落
を
表
彰

わ
が
国
見
町
の
納
税

成
績
は
最
近

め
ざ
ま
し

く

上
昇
し
、
関
係
者
を

よ
ろ
こ
ば
せ
て
い
る
。

町
で
は
、
四
月
十
三

日
役
場
会
議
室
で
納
税

組
合
長
会
議
を
開
き
、

三
十
四
年
度
の
成
績
を
発
表
し
、

完
納
二
十
部
落
と
綜
合
成
績
最
高

の
大
木
戸
地
区

に
表
彰
状
を
贈
っ

た
。地

区
別
納
付
率

並
に
完
納
部
落

左
記

の
通
り
｛
町
税
、
国
民
健
康

保
険
税
の
合
計
｝

地

区

皙

率

四

頑

靭

藤
田

地
区
　

九
一
『

三
　

八
八
、
四

小
坂

丿
　
　

九
六
、
一
　

九
五
、
四

森
江
野

ぴ
　

九
五
、
五
　

九
四
、
四

大
木
戸

″

九
九
、
一
　

九
七
、
二

大
枝

ひ
　
　

九
七
、
一
　

九
二
、
六

完
納
部
落

藤
田
地
区
　

大
町
南
、
石
毋
田
表

石
母
田
原

小
坂
ぴ
　
　

板
橋
、
泉
田
上
、
泉

田
下

、
鳥
取
、
内
谷

東
、
前
田

森
江

野
ぴ
　

第
二
、
第
七
、
第
八

第
九
、
第
十
一
、
第

十
一
一

大
木
戸
ぴ
　
大
木
戸
、
高
城

大
枝
″
　

並
韵
、
築
膾
、
原
町

尚
税
務
課
長
八
巻
亀
寿
氏
は
町
民

の
協
力

を
感
謝
し
て
次
の
よ
う

に

述
べ
て
い
る
。

「
過
去
一
ヶ
年
、
町
民
の
皆
様

が
郷
土
建
設
の
意
気
と
努
力
に

よ
っ
て
、
か
く
も
り
っ
ぱ
な
成

績
を
あ
げ
ら
れ
、
町
財
政
の
運

営
に
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
こ

と
は
ま
こ
と
に
感
謝
に
堪

え
ま

せ
ん
。
三
十
四

年
度
に・
お
い
て

相
当
り
っ
ぱ
な
高
率
納
付

を
さ

れ
な
が
ら
、
若
干
の
未
納

の
た

め
に
完
納
に
な
ら
な
か
っ

た
部

落
も
、
来
年
度
は
是
莽
表
彰
を

受
け
ら
れ
る
様
頑
張
っ
て
下
さ

い
。
」

先生方の異動
どうぞ……

よろしく

新
任
校
　
　

氏
　

名
　
　

旧
任

校

県
北
中
　

後
藤
　

保
　

藤
田
小

仝
　
　
　

阿
部
作
蔵

．
仝

仝
　
　
　

佐
藤
久
次
郎
大
木

戸
中

大
木
戸
中

三
浦
寛
治

大
木
戸
小

藤
田
小
　

穂
積
嘉
子

森
江
野
小

梁
川

小
　

遠
藤
常
雄
　

藤
田
小

安
積
中
　

岡
崎
忠
夫
　

仝

鳥
川
小
　

金
成
義
一
　
　
小
坂
小

小
野
田
小

鈴
木
（

ル
　

仝

福
沢
小
　

高
荒
千
代
子
大
木
戸
小

安
子
島
小

斎
藤
雍
子
　

仝

堰
本
中
　

石
幡
清
治
　

県
北
中

山
都
一
中

荒
明
誠
喜
　

仝

保
原
中
　

遠
藤
修
三

大
木
戸
中

大
木
戸
申

川
島
陸
夫
　
（
新
任
）

仝
　
　
　
　

八
島
　

崇
　
（
仝
　

）

県
北
中
　

豊
島
　

明
　
（

仝
　

）

藤
田
小
　

朝
内
俊
雄
　

伏
黒
小

仝
　
　
　

菅
野
　

摶
　

梁
川
小

仝
　
　
　

糸
井
秀
雄
　

鳥
川
小

小
坂
小
　

木
田
和
子
　

沢
濮
小

大
木
戸
小
大
津

ド
シ
エ
　

大
枝
小

仝
　
　
　

氏
家
敬
子
　

共
和
小

県
北
中
　

岩
淵
欣
一
　
　
堰
本
小

仝
　
　
　

松
太
祿
什
　

睦
合
中

仝
　
　
　

八
木
沼
五
郎
　

堰
木
中

校
長
先
生
の
異
動

庭
坂
小
　

菊
地
四
郎

大
木
戸
小

大
木
戸
刎

佐
藤
七
郎

山
舟
生
小

小
白
井
伺

清
野
　

茂
　

県
北
巾

「
お
手
手
つ
な
い
で
」
は

野
道
の
は
痙
し

小
学
一
年
生
の
父
兄
の
方

々
に

申
し
あ
げ
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
た
ち
は
、
お
ね
え
さ
ん

や
お
に
い
さ
ん
、
あ
る
い
は
お
友

だ
ち
と
毎
日
元
気
で
通
学
し
て
居

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

毎
朝
「
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」

と
元
気
で
出
か
け

る
後
姿
を
楽
し

く
見
送
っ
て
居
ら
れ
る
こ

と
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
「
今
日

も
ど
う
ぞ
無
事
で
」
と
心
か
ら
念

じ
て
居
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

子
供
さ
ん
の
交
通
事
故

の
う
ち

大
部
分
は
車
の
す
ぐ
後
を
榠
ぎ
る

こ
と
が
原
因
で
、
こ
れ
を
や
め
る

だ
け
で
も
事
故

は
ず
っ
と
緘
る
は

ず
で
ｔ

か
ら
、
学
校
の
行
き
帰
り

や
お
使
い
の
途
中
な
ど
で
も
、
十

分
気
を
つ
け

る
よ
う
、
御
指
導
願

い
ま
す
。

そ
し
て
、
道
路
を
歩
く
場
合
は

必
ず
右
側
を
通
り
、
大
ぜ
い
の
場

合
は
横
に
並
ば
な
い
よ
う
注
意
し

て
下
さ
い
今
お
手
々
つ
な
い
で
」

と
い
う
童
謡

は
野
道
で
の
は
な
し

で
、
普
通
の
道
路
で
は
せ
い
ぜ
い

二
人
並
び
で
す
。

ま

た
、
子
供
さ
ん
が
道
路
で
遊

ぶ
の
も
た
い
へ
ん
危
険
で
す

か
ら

絶
対
や
め
さ
せ
て
下
さ
い
。

お
子
さ
ん
の
す
こ
や
か
な
御
成
長

を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
桑
折
警
察
署
交
通
係
長
）

○
時

間

尊

重

…
…
…

開

場

時

刻

と

開

会

時

刻

を

併

記

し

ま

し

よ

う

三

十
五

年

度
予

算

総

括
表
（
単
位
千
円
）

出歳 入歳

議
　
　

会
　
　

贄

役
　
　

塲
　
　

費

消
　
　

防
　
　

贄

土
　
　

木
　
　

贄

教
　
　

育
　
　

費

吐
会
労
働
施
設
費

保

健

衛

生

贄

産

業

経

済

贄

財
　
　

産
　
　

贄

統

計

調

査

費

選
　

挙
　

費

公
　
　

債
　
　

費

諸
　

支
　

出
　

金

予
　
　

備
　
　

贄

合
　
　
　

計

町

／
　
　
　

税

地

方

交

付

税

公

営

企

業

及

財
　

産
　

収
　

入

分
担
金
及
負
担
金

使
用

料
及
手
数
料

国

庫

支

出

金

県
　

支
　

出
　

金

寄
　

附
　
　

金

噪
　
　

越
　
　

金

雑
　
　

収
　
　

入

合
　
　
　

計

科
　
　
　
　

目

（

瓦
一

一
五

、（

六
六

一

、（

毫

『

六
二（

一
『

章

二

、
徑

一

一

、
四
ｓ

四

、
九〔
）（

二
兄

二
兄

三

四

二

、
六

Ξ

四

、
憲

九
七一

吾

、（

五
一

云

、
六（

七

一

九
、
豊

一四

苣

「

四
一（

ミ

、
咒

七

一

、
言

一

一
毫

五

石

六
Ξ

吾

、（

五
一

3
5年
度

予

算
額

七

九

六

一
四

、
（

）
傴

一

、
一

間

二

、
六

七

六

九

、
巽

（

）

七

錮

一

、
天

六

二

Ξ

一

六
（

（

（

谷

七

、
具

五

、（

〕（

）
五

へ

九

三

、（

）
九

四

三

、
笆

气

§

一四

四

言

一

、一

言

『

九
九〔

）

に

 
 

一

杏石
容

鹿

、（
）
九
四

3
4年
度

予
算
額

長

鋩

『

（
）
宅

一
元

一
匹

’

五
九
六

一

九
七

吾

っ

増比
　
　

較

四

、六（

九

一
六
九

ぷ二

璽

一

、
杏

〔

苣

一

Ｊ

み

滅

」

ぃ

ュ

眉

こ

翫凹噐曷芯

一

（

）〔

）

、
〔

）

癸

、
六

白

つ

、
九

孚

（

二

‥
ペ

ー
　『

Ｅ

一

言

一
　

一
、
二

百

Ｊ

Ｉ

百
分

比

歳 入 緘出
昭和３５年度

国見町歳入歳出

Ｊ 阻 慧齔



【 写真】安 保条約の話に耳を傾ける婦人達 （３月15 日青年研修所で）

地域
青年団

婦人会
の

性格とその

活動について

○
○
党
青
年
部
と
か
、
○

○
婦
人
部
と
い
っ
た
グ
ル

ー
プ
は
、
特
定
の
親
組
織

に
附
随
し
た
青
年
や
婦
人

の
集
団
で
、
同
じ
目
的
の

も
と
に
集
ま
っ
た
同
志
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
目
的
が

割
合
は
っ
き
り
し
て
い
る

し
、
従
っ
て
そ
の
活
動
範

囲
が
せ
ま
く
し
ぼ
ら
れ
、

活
動
ぶ
り
も
活
溌
で
兮

。

と
こ
ろ
が
、
地
域
婦
人
会

と
か
地
域
青
年
団
と
呼
ば

れ
る
普
通
の
婦
人
会
、
量
月

年
団
で
は
、
そ
の
町
な
り

部
落
な
り
に
住
ん
で
い
る

婦
人
や
青
年
を
全
部
含
め

た
、
い
わ
ゆ
る
地
域
ぐ
る

み
の
団
体
で
あ
る
た
め
に

、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
お
こ

り
や
す
く
、
ま
た
や
り
に

く
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
で

こ

の
地
域
青
年
団
と
か
地

域
婦
人
会
の
特
異
な
性
格

を
よ
く
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

地
域
団
体
五
つ
の
性
格

①
地
域
性

そ

の
町
村
、
そ
の
部
落
に
生
ま

れ
、
そ
の
地
域

に
そ
だ
っ
て
い

る
団
体
で
あ
る
か
ら
、
あ
く
ま

で
も
そ
の
地
域
を
足
場
と
し
て

活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他

の
地
域
の
こ

と
を
そ
っ
く
り

そ

の
ま
ま
移
植
し
た
り
、
ま
ね

を
し
た
り
し
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
。

’

②
公
共
性

屏
と
地
相
に
住
ん
で
は
い
て
も

職
業
が
ち
が
い
、
家
庭
的
、
社

会
的
立
場
が
ち
が
い
、
主
義
、

主
張
が
ち
が
う
人
人
の
集

ま
り

で
あ
る
か
ら
、
一
部
の
者
の
考

え
で
運
営
し
た
り
、
特
定
の
も

の
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
な
ら

ぬ
よ

う
注
意
す
る
。

③
教
育
性

集
団
の
活
動

を
通
し
て
自
分
だ

ち
の
教
養
の
向
上
を
は
か
る
の

が
ね
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
を
わ

す
れ
て
実
践
活
動
に
ば
か
り
走

し
る
と
根
無
し
草

の
よ
う
に
成

長
が
と
ま
り
、
や
が
て
枯
れ
て

し
ま
５

お
そ
れ
が
あ
る
。

④
自
主
性

自
分
た
ち
の
考
え
で
や
る
こ
と

が
根
本
で
あ
る
。
他

の
干
渉
や

圧
力
に
屈
す

る
こ
と
な
く
、

あ

く
ま
で
自
分
達
の
意
志
に
よ
っ

て
運
営
し
、
活
動
す
る
。
但
し

、
適
切
な
指
導
と
助
言
は
教
育

性
の
面
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

⑤

独
立
性

他
力
に
た
よ
る
こ
と
な
く
。
あ

く
ま
で
自
分
達
の
力
で
立
つ
。

特

に
資
金
を
他
に
求
め
る
こ

と

に
よ
っ
て
と
か
く
ひ
も
っ
き
に

な
り
や
す
い
。

以

上
五
つ
の
性
格
を
基
礎
と
し
た

グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
通
し
て
自
分

だ
も
の
教
養
を
高
め
、
す
み
よ
い

社
会

づ
く
り
を
す
る
の
が
地
域
団

体
の
目
的
で
あ
り
ま
す
。

地
域
婦
人
会
と
地
域

青
年
団
の
活
動
の
例

そ
れ
で
は
地
域
青
年
団
や
地
域
婦

人
会
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
か
、
文
部
省
調
に
よ
る
活
動

の
な
か
み
を
な
が
め
て
み
ま
し
よ

①
教
育
文
化
活
動

時
事
問
題
、
公
衆
衛

生
、
純
潔

教
育
、
公

衆
道
徳
、
育
児
、
読

書
、
芸
能
、
演
劇
、
音
楽
、
映

画

、習
字
、珠
算
等
の
研
究
会
、

講
習
会
、
討
論
会
、
座
談
会
で

主
と
し
て
会
員
の
教

養
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ

れ

る
活
動
を
い
う
。
（
社
会
、

産
業
、
生
活
、
体
育

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
等
の
、
実
践
活
動
の

一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
教
育

文
化
活
動
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活

動

に
含
め
る
。
）

②
社
会
活
動

環
境
浄
化
運
揩
、
赤
い
羽
根
運

動
、
（

Ｉ
や
蚊
を
な
く
す
運
動

道
路
の
整
備

、
村
づ
く
り
運
動

青
少
年
の
不

良
化
を
防
止
す
る

た
め
の
運
動
、
不
良
文
化
財
の

排
除
運
動
等
の
主
と
し
て
対
社

会
的
実
践
活
動

を
い
５
．

③

生
産

活
動

開
墾
整
地
、
暗
渠
排
水
、
草
刈

等
の
生
産
活
動
を
い
い
、
ま
た

生
産
お
よ
び
産
業
開
発
に
関
す

る
研
究
会
、
講
習
会
、
見
学
会

等
を
も
含
む
。
例
え
ば
、
稲
の

品
種
改

良
研
究
会
、
晨
譏
具
使

用

研
究
会
、
品
評
会
、
展
示
会
、

商
店
経
営
研
究
会
等
を
い
う
。

④
生
活
活
動

生
活
改
善
、
料

理
、
和
洋
裁
等

の
主
と
し
で
家
庭
の
消
費
生
活

を
改
善
す
る
た
め
の
実
践
活
動

を
い
う
。
こ
の
実
践
活
動

の
一

環
と
し
て
行
な
り
生
活
改
善
に

関
す

る
研
究
会

、
講
習
会

、
討

論
会

、
座
談
会
は
こ
れ
に
含
め

る

Ｏ

⑤
体
育
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
活
動

ス
ポ
ー
ツ
、
（

イ
キ
ン
グ
、
慰

安
・
娯
楽
、
文
化
祭
、
碁
、
将

棋
等
の
趣
味
の
会
等
を
い
う
。

新
し
い
本
一
三
六
册

図

書

部

よ

り

し
ば
ら
く
入
ら
な
か
っ

か
新
し
い

本
、
こ
ん
と
す
ぱ
ら
し
い
本
が
た

く
さ
ん
入
り
ま
し
た
。
図
書
室
も

こ
ん
ど
二
階
の
西
端
に
移
り
ま
し

た
。
個
人
閲
覧
に
、
貸
出
文
庫
に

大
い
に
利
用
し
て
下

さ
い
。
新
着

図
書
の
一
部
御
紹
介
し
ま
ず
。

記

楼
蘭
（
井
上
靖
）
敦
煌
（
同
）
奥

様
多
忙
（
嵳
氏
難
太
）
鏡
（
同
）

新
三
等
重
役
（
同
）
徹
夜
の
記
録

（
中
山
伊
知
朗
）
歴
史
の
旅
（
亀

井
勝
一
郎
）
西
遊
記
三
蔵
創
業
の

艢

（
邱

永
漢

）一
日
本
の
名
菰
（
大

類
伸
）
夫
め
う
ら
が
わ
、
妻

の
う

ら
が
わ
（
日
経
新
聞
）
あ
な

た
も

泗
が
や
め
ら
れ

る
（
徳
川
夢
声
）
・

母
言

子
で
考
え

る
（
鈴
木
道
太
）

現
代
の
発
見
１
２
３
（
五
味
川
純

平
そ
の
他

ご
か
げ
ろ
う
絵
図
（
松

木
猜
張
）
城
下

の
人
（
石
光
真
蓿
）

祈
濤
（
有
吉
佐
和
子
）
女
官
（
山

川
三
千
子
）
悲
田
院
（
梁
雅
子
）

バ
ナ

ナ
（
獅

子
文
六
）
ぼ
ん
ち
（

山
崎
豊
子
）
向
い
波
濤
（
富
田
常

雄
）
革
命
前
後
（
火
野
葦
平

）
さ

い
こ
ろ
の
空
（
野
間
宏
）
。
脳
波
の

誘
い
（
佐
野
洋
）
私
沌
燃
え
て
い

る
（
円
地
文
子
）
日
本
残
酷
物
語

（
平
凡
社
）
男
と
い
う
か
の

。
（
円

地
文
子
）
現

代
女
性
講
座
一
～
四

近
代
旧
本

文
学
読
本
｛
夏
目
、
島

畸
、
森
な
ど
十
二
冊
）
現
代
教
養

全
集
一
～
一
七

現
代
日
本
人
名
事
典

外
国
人
名
事
典

現
代
書
式
全
集

労
働
組
合
読
本

日
米
政
治
読
木

社
会
保
障
読
本

地
方
自
治
読
本

今

年

廴｛
｝
…

…
…

ど

う

ぞ
よ

ろ

し

く

○
藤
田
保
育
所
の
入
所
式
．

六
十
九
名
の
子

ど
も
を
小
学
校

に
送
っ
た
蔟
田

保
育
所
で
は
、

新
た
に
七
十
九
名
の
新
入
児
を

迎
え
、
去
る
七
日
入

所
式
を
行

な
う
七
・

継
続
在
所
の
三
十
七

名
と
合
せ
て
百
十
六
名

の
幼
児

を
あ
ず
け
て
、
お
母

さ
ん
た
ち

は
ほ
つ
と
す

る
。
奥
山
新
厚
生

課
長
の
元

気
よ
い
挨
拶
に
、
子

ど
も
も
親
も
目
を
パ
チ
タ
リ
。

【

写
真
】
保
育
室
に
お
ち
つ
い

た
母
子
た
ち

○
森
江
野
夫
妻
学
級
開
講
式

去
る
三
月
、
め
で
た
く

第
一
期

夫
妻
学
級
を
終
っ
た
森
江
野
地

区

で
は
、
引
っ
づ
き
第
二
期
生

を
募
集
中
で
あ
っ
た
が
、
希
望

者
続
出
し
、
そ
の
選
考
に
苦
労

し
て
い
た
。
前
年
度
の
落
黎
希

望
者
は
一
切
認

め
ず
、
厳
重
な

資
格
審
査
の
結
果
、
よ
う
や
く

そ
の
人
選
も
終
り
、
去
る
九
日

開
講
式
を
行
な
っ
た
。
首
尾
よ

く
栄
あ
る
学
級
生
に
選
ば
れ
た

二
〇
組
、
四
〇
人
・の
お
し
ど
り

達
、
う
れ
し
い
や
ら
は
ず
か
し

い
や
ら
、
胸
を
お
く
わ
く
さ
せ

な
が
ら
仲
よ
く
着
席

「
こ
れ

か
ら
一
年
間
、
雨

の
日

も
風

の
日
も
、
め
お
と
仲
よ
く

た
す
け
あ
っ
て
通
学
し
ま
す
」

と
誓
い
の
こ
と
ば
を
の

べ
る
。

式
を
終
っ
た
鈴
木
校
長
先
生
汗

を
ふ
き
ふ
き

「
夫
婦
一
組
づ
っ
並
べ
る
の
に

は
、
小
学
校
や
幼
稚
園
の
子
供

を
並
べ
る
よ
り
骨
が
折
れ
ま
し

た
。
し
か
し
こ
う
し
て
並
ん
だ

と
こ
ろ
は
、
い
ず
れ
も
劣
ら
ぬ

内
裏
び
な
、
ほ
ん
と
う

に
う
る

わ
し
い
も
の
で
す
ね
」

三
月
十
三
日
第
一
期
閉

講
式

に
あ
た
り
、
前
同
級
生
松
浦

隆
夫
氏
夫
妻
よ
り
卒
業
生
一

同
畆

贈
ら
れ
た
う
た

○
降
り
し
き
る
雨

に
も
め
げ
ず
よ

り
そ
い
て
め
お
と
学
び
で
一
歳

は
す
ぐ

○
　

幸
　

の
げ
に
少
な
し
と
い
う

現
世
に
め
お
と
の
幸
こ
そ

幸

の
極

○
め
お
と
だ
ち
心
一
つ
に
よ
り
そ

い
て
生
き
な
ん
世
こ
そ
あ
ら
そ

い
は
な
し

宀
夫
婦
こ
そ
一
家
幸
福
の
泉
社

会
平
和
の
大
も
と
）

毋
の
力
で
不
良
週
刊
誌

を
追
放
し
ま
し
ょ
う

近
頃
ち
ま
た
に
は
ん
ら
ん
し
て
い

る
週
刊
誌
の
中
に
は
、
社
会
の
風

紀
を
み
だ
し
、
家
庭
教
育
を
陂
か

い
す

る
、
不

良
週
刊
誌
と
み
と
め

ら
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す

。
そ
れ

で

全
国
地
婦
連
（
全
国
地
域
婦
人

会
連
合
会
）
な
ら

び
に
県
婦
連
で

は
わ
た
し

ど
恥
母

の
立
場
で
不
良

週
刊
誌
の
追
放
運
動
を
お
こ
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

①
家
庭
か
ら
の
追
放

家
庭
内
で
の
不
良
週
刊
誌
購
入

者
は
、
主
に
父
親
、
息
子
（

高

校
生
以
上
）
な
ど
で
あ
石
か
ら

母

親
口
立
場
で
買
わ
な
い
よ
う

に
す

る
。

母
親
は
、
家
庭
内
の
週
刊
誌
に

つ
い
て
注
意
を
は
ら
い
、
内
容

を
よ
く
し
ら
べ
る
。

○
地
元

の
医
院
、
歯
科
医
、
美
容

‘院
、
床
屋
の
待
合

か
ら
追
放
、

婦
人
会

と
し
て
文
書
又
は
話
し

お
い
で
、
地
域
の
該
当
者
に
協

力
を
お
願
い
す
る
。

○
有
害
出
版
物
と
み
な
さ
れ
る
週

刊
誌
に
つ
い
て
警
視
庁
少
年
課

で
調
べ
だ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
咯
） 人

生
学
校

仲
よ
し

小
よ
し

（

世
界
の
雪
ど
け
の
う
た
）

春

日

佑

幸

昔
も
昔
あ
っ
た
と
さ

大
き
な
い
く
さ
が
あ
っ
た
と
さ

お
も
ち
ゃ
も
お
う
ち
も
焼
け
た

と
さ

か
な
し
い
話
も
あ
っ
た
と
さ

ぼ
く
ら
も
今
ま
で
と
き
ど
き
は

わ
す
れ
て
け
ん
か
を
し
た
け
れ

どよ
い
子
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
な

いか
つ
て
も
け

ん
か
は
つ
ま
ち
な

いい
ま
で
は
み
ん
な
よ
い
子

ど
も

、ぷ
つ
子
も
泣
く
子
も
お
り
ま
せ

んま
ま
ご
と
お
す

べ
り
砂
あ
そ

び

仲
よ
し
小
よ
し
の
よ
い
子
ど
も

し
ら
な
い
子
ど
も
が
来
た
と
き

はし
ば
ら
く
遠
く
で
み
て
い
た
が

お
手
々
を
つ
な
い
で
う
た
つ
た

ら仲
よ
し
小
よ
し
に
な
つ
ち
や
つ

た

編 集 後 記
○

第

十

二

回

婦

人

週

間

四

月

十

日

Ｉ

十

六

日

「

ま

ず

生

活

の

時

間

割

を

、

モ

し

て

自

由

に

使

え

る

時

間

を

つ

く

り

、

そ

の

時

間

を

自

分

の

だ

め

に

、

そ

し

て

み

ん

な

の

し

あ

わ

せ

の

た

め

に

」

…

ど

う

で

間

す

か

ご

婦

人

方

、

あ

な

た

の

時

は

あ

な

た

の

も

の

、

あ

な

た

の

も

の

は

婦

人

方

み

ん

な

の

も

の
。

と

考

え

て

、

み

ん

な

で

有

効

畆

使

う

事

を

工

夫

し

ま

し

よ

う

Ｏ

Ｏ

子

供

の

日

（

五

月

五

日

）

、

母

の

日

（

五

月

八

日

）

、

と

し

よ

り

の

日
｛

九

月

十

五

日

｝
、

成

人

の

日
（

一

月

十

五

日

）

、
お

つ

之

忘

れ

た

お

父

さ

ん

の

日

（

？

）

四

月

二

十

九

日
（

天

皇

誕

生

日

）

を

お

借

り

し

て

「

お

父

さ

ん

の

日

」

と

し

、

日

頃

家

族

の

幸

福

の

た

め

に

一

番

心

配

し

て

下

さ

る

お

父

さ

ん

を

優

待

し

よ

う

と

す

る

運

動

が

、

国

見

町

の

連

合

婦

人

会

か

ら

お

こ

つ

て

き

ま

し

た

。

よ

い

こ

と

は

遠

慮

な

く

ど

し

ど

し

実

行

し

ま

し

よ

う

。

○

花

だ

よ

り

、

花

だ

よ

り

、

い

つ

の

ま

に

か

火

事

だ

よ

り

に

な

ら

ぬ

よ

う

、

う

る

さ

が

ら

ず

に

亀

う

Ｉ

ペ

ん

火

災

原

因

の

統

計

を

‘
よ

ん

で

み

ま

し

よ

う

。

○

入

学

、

進

学

ほ

ん

と

に

お

め

で

と

う

。

怠

学

、

退

学

な
・
ど
・
に

か

ら

ぬ

よ

う

。
卜
親

も

一

し

よ
・
に

勅

強

し

ま

し

。よ

う

Ｑ

○
農

村
丁
に

童

定
し．
休

日

を
『・・
ｆ・・・・：

王ヽ

婦

の
’
日
　
・・
　
嫁

の

日
　
・
　
青

年

の

日

な

ど

？

総
ぐ
る
み
の
ス
ポ
Ｌ

ツ

四
期
に
わ
げ
て
計
画

体

育

部

よ

り

明
朗
活
達
な
人
づ
く
り
は
ス
ポ

ー
ツ
か
ら
と
い
う
の
で
、
今
年

は

大
い
に
健
全
な
体
育
レ
ク
リ
ェ

ー

シ
ョ
ｙ

を
す
す

め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
青
少
年
や
婦
人
な
ど
グ

ル
ー
プ
総
が
か
り
の
行
事
活
動

を

す
す
め
る
と
共

に
、
家
族
ぐ
る
み

や
部
落
ぐ
る
み

の
や
り
方
も
大
い

に
考
え
ま
し
よ
う
。

体
育
部
と
し
て
は
、
春
（
四
～

六

月
）
夏
（

七
～
九
月
）
秋
（

十
？

十
一
一
月
）
冬
（
一
～
三
耳
）
の
四

期
に
わ
け
て
計
画
を
立
て
、
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
差
当

り
、
次
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
が
で
き

ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

。

○
春
の
体
育

子
供
の
日
、
国
民
体
育
デ
ー
、

母
の
日
な
ど
の
意
義
を
高
揚

し

て
行
な
う
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ

家
庭
（

イ

キ
ン
グ

柔
剣
道
大
会

町
民
野
球
ソ
フ
ト
大
会

吾
妻
登
山

ス
ポ
ー
ツ
映
画
会

○
夏
の
体
育

登
山
（
吾
妻
、
蔵
王
）

相
撲
大
会

水
技
大
会

少
年
ソ
フ
ト
大
会

盆
踊
大
会

舞
踊
（
民

躅
）
講
習

土
用
稽
古
（
柔
、
剣
）

碁
、
将
棋
大
会

ス
ポ
ー
ツ
映
画
会

○
秋
の
体
育

町
民
体
育
大
会

剣
道
大
会

体
力
テ
ス
ト

少
年

ソ
フ
ト
大
会

室
内
体
育
研
究
会

ス
ポ
ー
ツ
映
画
会
‐

○
冬
の
体
育

卓
球
大
会

寒
稽
古

碁
、
将
棋
大
会

バ
ト
ミ
ソ
ト
ソ
大
会

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

芸
能
発
表
会

健
全
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

町
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
お
知
ら
せ

○
主
催
　

国
見
町
公
民
舘
体
育
部

○
後
援

○
時
日
　

四
月
二
十
日
（
水
）

○
経
路
　

役
場
前
集
合
－

文
知
摺

観
音
１

弁
天
山
－

黒
岩
虚
空

蔵
－

森
永
ミ
ル
ク
エ
場
Ｉ

自

衛

隊
福
島
部
隊
Ｉ
笹
木
野
石

灰
窒
素
工
場
Ｉ
沖
電
気
工
場

１

飯
坂
―
役
場
前

○
時
間
　

午
前
八
時
集
合

仝
　

八
時
十
分
出

発

午
後
五
時
帰
着
解
散

○
会
費
　

一
〇
〇
円

・
昼
食
代
、
入
湯
料
な
ど

を
含
む

○
準
備
　

自
転
車
は
よ
く
整
備
す

る
。
服
装

は
な
る
べ
く
軽
装

昼
食
は
自
衛
隊
で
と
る
か
ら

不
要

○
参
加
資
格
　

老
若
男
女
を
間
わ

な
い
。

○
申
込
　

国

見
町
役
場
内
公
民
舘

宛
文
書
、
口
頭
、
電
話
な
ど
で

前
日
正
午
ま
で
に
申
込
む
。

○
渮
。（

イ

ク
リ
ン
グ
は
五
月
下
旬

の
予
定
で
す
。

○
柔

剣
道
大
会
は
五
月
五
日
県
北

中
学
校
で
行
な
う
予
定
。

○
町
民
野
球
大
会
は
五
月
十
五
日

○
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ｙ

は
六
月
二

十
日
の
予
定（
第
一
回
）
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